拝復
このたびはご相談のお手紙を頂戴し、ありがとうございます。ご事情を拝察し、大変なご心労とお察しいたします。  
しかしながら、私どもも現在、住宅ローンの返済と子どもの教育費が重なり、思うように生活にゆとりが持てない状況にございます。ここ数年は貯蓄を取り崩しながらやり繰りしており、融通できる余力がまったくございません。  

せっかくのお頼みに応じられず心苦しい限りですが、どうかご理解くださいますようお願い申し上げます。  

心ならずもこのようなお返事となり恐縮ですが、少しでも状況が好転されますよう、陰ながらお祈りいたしております。  
　　敬具
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